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第７次本別町総合計画策定審議会（第４回）紙面会議 

 

                           令和２年３月１３日発送 
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 総務部会 産業建設部会 文教厚生部会 

 

１.協議事項 

（1）第３回審議会のまとめ 

 議案５ページ 

 

（2）今回の審議会の方向性について 

 議案６ページ 

 

 

（3）各部会報告 

  産業建設部会 2 月 18 日（火）会議録別添のとおり 資料１ 

  文教厚生部会 2 月 19 日（水）会議録別添のとおり 資料２ 

総務部会   2 月 25 日（火）会議録別添のとおり 資料３ 

  上記会議録の内容に追加意見等がある方は別添の紙面会議意見用紙に記入ください。 

 

 

（4）第６次総合計画後期基本計画総括（各部会総括） 

  別添の資料４総括内容に意見がある方は別添の紙面会議意見用紙に記入ください。 

 

 

（5）基本構想について 

 事務局案で良いと思うもの、または委員が考える 10 年後の本別町の姿像を別添の紙面会議意見用紙

に記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  参考：第６期計画 ともに学び 支えあい 活力のあるまちづくり 

事務局案 

①  本別プライド ～誇りと責任をもち こころと力を合わせて 次代につなぐ～ 

② マメで まじめで 堅実で ＝ひとつずつの積み重ね＝ 

③  あずましい 暮らし ほんべつ 

④  ほっこり あったか 笑顔あふれるまち 

⑤  いいね いいな いいよ ほんべつ 

⑥ 自分らしく ここに生きる しあわせ 
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（6）基本目標について 

  四角囲みの中の基本目標事務局案で良いと思うもの、または委員が考える基本目標項目を別添の

紙面会議意見用紙に記入ください。想定する施策は基本目標が決まってから関連する項目を決定し

ていきます。イメージするために表記しています。また、５つの基本目標の全体を包括するものを

0（ゼロ）として案を作成していますが、３つの基本目標であったり、４つ、６つ、に分類すべき等

のご意見もお願いします。 

事務局案 

目標項目はアンケート「どんなまちになることを望むか」の回答の多い順に並べてみましたが、

重点を置くべきもの等により入れ替えを行います。 

 

 

 

 

 

『想定する施策』 

① 健康づくりの推進  

② 高齢者福祉の充実  

③ 障がい者福祉の充実 

④ 地域福祉の推進 

⑤ 社会保障制度の適正な運営 

⑥ 地域医療体制の充実 

 

 

 

 

『想定する施策』 

① 農林業の振興 

② 商工業の振興と市街地の活性化 

③ 産業の創出と企業立地の推進 

④ 雇用の拡大と就業環境の充実 

⑤ 地域資源を活かした観光の振興 

⑥ 移住・定住の促進（生産年齢人口の確保） 

⑦ 国際・地域間交流の推進（交流人口・関係人口増） 

 

 

 

 

 

『想定する施策』 

① 地域防災力の向上 

② 消防・救急体制の充実 

③ 安全・安心な生活環境の確保 

④ 地域コミュニティの活性化（地域力） 

⑤ 男女共同参画社会の実現 

1「けっぱる」 

1-1.健康で元気に暮らし続けるまち（暮らし）  

1-2.みんなが健康でいるために 

1-3.ここで自分らしく生きる 

 

2「はっちゃきこく」 

2-1.産業の魅力あふれるまち（暮らし）  

2-2.大地の力をまちの活力に 

3「おっかなくない」 

3-1.互助による安全・安心なまち（暮らし）  

3-2.誰もが安心して生活を営む（暮らし） 

3-3.この町ならではの人と人のつながり 
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『想定する施策』 

① 子ども・子育て支援の充実 

② 学校教育の充実 

③ 生涯学習の振興と社会教育の充実 

④ 芸術文化・スポーツの振興 

⑤ 郷土愛の醸成 

⑥ 若者の活躍、次世代への継承 

 

 

 

 

 

 

 

『想定する施策』 

① 道路環境の整備・確保 

② 公共交通の利便性の向上 

③ 上下水道の適正な運営 

④ 緑豊かなまちづくりの推進 

⑤ 環境の保全と循環型社会の形成 

⑥ 地域情報化の推進 

 

 

 

『想定する施策』 

① 自分事とする 

② 開かれた町政の推進（経営理念の確立） 

③ 横断的な取り組みの推進 

④ 持続可能な行財政基盤の確立 

 

２．資 料 

 これまでの議論経過とキーワード 資料５ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

4「おがる」 

４．豊かな心と生きる力をはぐくむ 

5「あずましい」 

5-1.自然と共生する豊かな暮らし  

5-2.豊かな自然と充実した暮らし 

5-3.自然を愛し有意義な暮らし 

5-4.自然の恵みを感じ、現代社会にいきる 

0「共通」 

0.みんなで創る持続可能なまち 
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「参考」 

7 次計画書の構成（順別考） 

①表紙 児童の絵（未来本別）小学生低学年 

②目次 

③町民憲章 

④各種宣言 健康・スポーツの町宣言、非核平和の町宣言、福祉でまちづくり宣言 

⑤総合計画について（計画概要説明） 

⑥現在の情勢 現在・将来の財政 社会の変化（ソサエティ） 

⑦基本構想（将来像、まちづくり計画、人口、財政、土地利用） 

 基本構想に記載すること 6 次では ❶計画期間⇒7 次では⑤計画についての中で記載＝いらない  

❷基本構想＝記載 ❸めざすまちづくりの姿⇒6次では木に例え＝いらない ❹めざすまちづくり

の実現のために（1）人材育成（2）産業雇用（3）安心・安全・健康（4）低炭素・循環型社会の形

成（5）財政基盤の確立＝いらない ❺土地利用の進め方＝いらない ❻施策大綱＝基本目標で掲載、

施策は基本計画の中でそれぞれ記載 

⑧基本計画（点検評価） 

⑨計画体系図 

⑩施策 

⑪答申 

⑫資料参考 
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第 7 次本別町総合計画第３回審議会まとめ 

新しい本別町総合計画の方向性の確認 

・総花的ではなく、わかりやすい、伝える、伝わる計画。みんなが目標に向かってひと

つになって行動できるようなスローガン、キャッチフレーズ、計画内容に。 

・何に力を入れて、まちづくりをしていくかということを明確に打ち出す 

・数値目標を設定する。 

・町民の皆さんの手に取って見ていただけるよう、わかりやすく、簡素に主な内容を掲

載してシンプルに。 

・厳しい財政状況や町民の皆さんの声を反映する 

 

キャッチフレーズをつけることについて 

・ことばによって誤解が生じる恐れがあり、施策にはキャッチフレーズをつけない。 

 

目標の見える化のため数値目標を設定することについて 

・帯広の真似ではなく、本別の形で。 

・目標を設定してそれを数値化できるものであればアンケートをとって、町民の方がど

う思っているのか、どう成果が出たのかということは知りたい。ただ、施策によって

は数値化するのはとてもむずかしいものもあるし、一つだけでは定められないことも

ある。施策を決めた段階でそれぞれの目標をどうするかを考えていけば良いのではな

いか。目標ありきじゃなくて、施策ありきで進めていくのが良いと思う。 

・目標は具体的に数値化することが大切。目標が抽象的では評価ができない。数値で示

して、評価することで、ここまでしか行っていない、だから後期計画で頑張る。また

は、順調に行っているなど、進捗管理することができる。そして次期計画につなげて

いくためにも数値で表せる部分については数値で示すことが必要。ただ、数字では表

せられない指標というものも出てくると思うので、それについては抽象的な言い方に

ならざるを得ない。 

・指標の設定についてはアンケート結果も踏まえていく。 

・指標の設定で成果が数値としめせないものについは満足度調査などの数値を設定する

ことも実施していく。 

 

計画書内容をシンプル化することについて 

・文字だけだと読まない。図とか表を入れるなど見やすく、読みやすくする工夫をして

ほ しい。 

・財政の見通しも計画の中で示してほしい。町税がどのように活かされているのかを明

らかにして。 

 

まちづくりに向けたキーワード、重点すべき事業について 

・キーワードの案については特に意見なし、重点施策については部会議論を踏まえて 
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本別町総合計画策定審議会の活動予定と第４回審議会における論点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R01.07.10 

第１回審議会 

R01.11.14 

第２回審議会 

R02.01.23 

第３回審議会 

R02.03(紙面) 

第４回審議会 

R02.03 下旬 

第５回審議会 

R02.05 中旬 

第６回審議会 

町長より計画に関する諮問

を受け、総合計画の概要と町

の財政状況を確認し、今後の

計画策定活動について審議 

・アンケート結果内容から方

向性について協議 

・10 年後の将来像を協議 

・新しい本別町総合計画の方

向性の確認 

・目標の見える化、数値目標

の設定 

・シンプルにわかりやすく 

・総合計画基本構想を協議 

・基本計画の作成に向けた内

容協議と項目整理 

１．第３回審議会の振り返りと第４回審議会

の論点について 

２．各部会報告 

①産業建設部会 

②文教厚生部会 

③総務部会 

各部会報告の内容に意見や追加意見があ

れば意見用紙に記入ください。 

３．第６次総合計画後期基本計画総括 

各部会で協議された結果を記載していま

す。内容に意見や追加意見があれば意見用

紙に記入ください。 

４．基本構想について 

四角囲みの事務局案に対する考え、ご自分

で考えた基本構想（将来像）について意見

用紙に記入ください。 

５．基本目標について 

 四角囲みの事務局案に対する考え、ご自分

で考えた基本目標について意見用紙に記入

ください。 

 

これまでの議論経過を添付していますので参

考にご覧ください。 

・総合基本構想（案）を審議、

決定 

・基本計画案を協議 

R02.06 素案作成 ⇒ 町民パブリックコメント（意見聴取） 

R02.07 第８回審議会 

R02.08 町長へ答申 

R02.09 町議会へ基本構想・基本計画提案   

R02.06 上旬 

第７回審議会 

 

・基本計画（案）を審議、決

定 

・パブリックコメント、答申

にむけて 


